
▋ご挨拶
金田　義行（名古屋大学、MarDiMプロジェクトリーダー)
Yoshiyuki  KANEDA

▋基調講演　13：40～
災害と情報

ジェリー・ベラスケス（国連国際防災戦略事務局 UNISDR）
Jerry VELASQUEZ

▋第1部　事例報告　14：20～
巨大災害と災害緊急報道　－災害を経験して変わったこと－
進行

阪本　真由美（名古屋大学）
Mayumi SAKAMOTO

登壇者
イリナ・ラフリアナ（インドネシア国立技術科学院）
Ir ina RAFLIANA
ミクダット・カディオール（イスタンブール工科大学）
Mikdat KADIOGLU
クリスチャン・ワインボーン（チリ国営テレビ）
Christian WEINBORN
入江　さやか（NHK放送文化研究所）
Sayaka IRIE

▋第2部　パネルディスカッション　16：00～
研究者とメディアとのリスク・コミュニケーションをめぐる課題
コーディネーター

金田　義行（名古屋大学）
Yoshiyuki  KANEDA
隈本　邦彦（江戸川大学）
Kunihiko KUMAMOTO

登壇者
ギュルム・タヌルジャン（トルコ　ボアジチ大学）
Gulum TANIRCAN
アーマッド・アリフ（インドネシア　コンパス紙）
Ahmad ARIF
クリスチャン・ワインボーン（チリ国営テレビ）
Christian WEINBORN
福和　伸夫（名古屋大学）
Nobuo FUKUWA
五十嵐　信裕（名古屋テレビ放送）
Nobuhiro IGARASHI
ジェリー・ベラスケス（国連国際防災戦略事務局 UNISDR)
Jerry VELASQUEZ

▋結語
藤井　敏嗣（JST）
Toshitsugu FUJII

英語・日本語
（同時通訳あり）
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JICA-JST SATREPS
マルマラ海域における地震・津波防災およびトルコの防災教育プロジェクト

名古屋大学減災連携研究センター
問合せ先：名古屋大学減災連携研究センター　TEL:052-789-3468 ／（株）JTB 中部　GLOBAL MICE 事業部　TEL:052-211-6733

名古屋大学野依記念学術交流館

2016年２月27日（土）13:30～17:30（受付13:00～）

February 27th, 2016

Noyori Conference Hall, Nagoya University

日 時 Date

場 所 Venue

Mega Disaster and Disaster Information
-To Improve Disaster Information Literacy through Risk Communication 
　　　　　between Media and Disaster Research Institutes-


